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　　　　　　　　　　　　　　　　　　こんにちは。私はウェズリー・オリバーと申します。アメリカ合　
　　　　　　　　　　　　　　　　　衆国のミネソタ州のミネアポリス市の出身です。「湖の街」と言わ　
　　　　　　　　　　　　　　　　　れている市です。有名なミシシッピ川が真ん中に流れています。地　
　　　　　　　　　　　　　　　　　元での趣味は水辺を散歩することでした。他に喫茶店で外国語と経　
　　　　　　　　　　　　　　　　　済の勉強をすること、美術館に美術品を見に行くこと、公園でリラ　
　　　　　　　　　　　　　　　　　ックスしながらテクノやインディの音楽を聞くことや世界の料理を
　　　　　　　　　　　　　　　　　食べに行くことを楽しんでいました。そして、シティーボーイと言
われていました。初めて小松町のように静かな地区に住みましたが、海と山があるこの西条市の雰囲気が
好きです。日本人の友達と石鎚山へハイキングに行きました。書道することも好きです。
　西条市の人と話している時に、よく日本と米国を比べるようにお願いされます。「アメリカは道がこん
なに狭いのか」とか「アメリカ人は毎日牛乳を飲むのか」というような質問をされます。一般的なアメリ
カやアメリカ人について話すことは難しいことです。アメリカには50州もありますから、習慣は州や地域
によって違うのです。ミネソタについて話すと、都会の人、郊外の人、田舎の人、それぞれの習慣や文化
を持っています。米国は人々の多様性に富んでいる国ですから。でも、多くの人は民主主義や個人主義の
理想を持っていると思いますので「地域によって違う」とか「人はそれぞれ」という言葉をよく使います。
　日本にも多様化があると思います。私は３年前に学生として東京の麻布と高田馬場に住んでいましたが、
小松地区での生活とは全然違います。やはり、一般的な日本についても話しにくいです。
　ただし、確実に言えるのは、西条市の人たちは丁寧で優しいことだと思います。私はここに住んだり、
人々と話したりすることが好きです。私と地元住民は共通することが多いと思います。よろしくお願いし
ます。

▲外国語指導助手
　ウェズリー・オリバーさん

ウェズリー・オリバーの
自己紹介


